
社会福祉法人見附市社会福祉協議会児童遊具設置修理助成金交付要綱 

（平成２３年４月１日制定） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、児童に健全な遊び場を与え、健康増進を図り、情操豊かに成長する

ため児童の遊び場を設置する町内会又は自治会等（以下「自治会等」という。）に対し、

児童遊具設置修理助成金（以下「助成金」という。）を交付することに関し必要な事項を

定めるものとする。 

（助成金の交付） 

第２条 社会福祉法人見附市社会福祉協議会長（以下「会長」という。）は、見附市内の自

治会等が児童の遊び場の確保のため児童遊具を設置し、または修繕する場合に、予算の

範囲内において、助成金を交付するものとする。 

  ただし、撤去に要する費用は助成金の対象としないものとする。 

（助成対象及び補助金の額） 

第３条 助成金は、児童の遊び場に必要な遊具及び設備（以下「遊具等」という。）とする。 

２ 前条の規定により助成金を交付する事業の種類、助成率及び限度額は、次のとおりと

する。 

事業の種類 助成率 限度額 

設置 事業費の１０分の８ １自治会につき  ２５０，０００円 

修理 事業費の１０分の８ １自治会につき  １５０，０００円 

ペンキ 事業費の１０分の１０ １自治会につき   ３０，０００円 

３ 前項の規定により算出された助成金の額に１，０００円未満の端数が生じた場合は、

これを切り捨てるものとする。 

（助成金の交付申請） 

第４条 助成金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は児童遊具設置修理

助成金申請書（様式第１号）を会長に提出しなければならない。 

（助成金の交付決定） 

第５条 会長は、前条の規定により提出された申請書及び添付書類を審査し、適当と認め

たときは、児童遊具設置修理助成金交付決定通知（様式第２号）により申請者に通知す

るものとする。 

２ 会長は、助成金の交付決定をするときに条件を付することができる。 



（指導） 

第６条 会長は、交付決定をした申請者に対し、事業の実施に関し必要な調査指導を行う

ことができる。 

（事業実績報告） 

第７条 第５条の規定により助成金の交付の決定を受けた申請者は、遊具等の整備を完了

したときは、児童遊具設置修理等実績報告書（様式第３号）を会長に提出しなければな

らない。 

（助成金の額の確定） 

第８条 会長は前条の規定による書類の提出があったときはこれを審査し、または必要に

応じて現地調査を行い、適当と認めたときは助成すべき額を確定し、当該申請者に通知

するものとする。 

（助成金の交付方法） 

第９条 この事業の助成金は、事業完了後の精算払とする。 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に定める。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 社会福祉法人見附市社会福祉協議会児童遊具設置修理助成事業要綱は、廃止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


